
古
屋

ヤフ
リ

鳳
至
郡
仁
行
の
内
の
小

フ
ル
ヤ

字
。

フ
ル
ヤ
古
屋
珠
洲
郷
大
谷
の
内
の
小
手
。

フ
ル
ヤ
ガ
ハ
古
屋
川
珠
洲
郡
吉
ヶ
袖
領
山
か
ら

渡
し
、
大
谷
.
領
で
鵜
飼
川
に
合
す
る
。
水
源
か
ら
務

A
n
ま
で
ご
粁
ご
許
。

フ
ル
ヤ
シ
キ
古
屋
敷
鹿
島
掛
矢
印
郷
に
臨
す

る
部
務
。

フ
ル
ヤ
シ
ゲ
カ
タ
古
屋
霊
竪
泡
都
六
郎
左
衛

門
・
八
郎
兵
衛
。
事
保
元
年
養
父
泡
角
行
政
の
配
分

知
二
百
石
を
受
け
、
大
小
勝
に
任
じ
た
が
、
十
年
御

預
と
な
り
、
十
一
年
入
用
品
"
七
日
能
州
問
村
に
流
諭

せ
ら
れ
、
配
腕
に
於
い
て
俸
十
人
扶
持
を
受
け
た
。

時
に
三
十
二
歳
。

フ
ル
ヤ
シ
ゲ
ナ
ホ
古
屋
重
直
諮
穂
腕
左
衛
門
。

矢
木
工
之
助
郷
直
は
部
生
民
郷
に
仕
へ
て
四
千
右
を

受
け
た
が
、
後
浪
人
と
な
っ
て
江
州
河
原
材
に
在
っ

た
。
璽
直
文
棟
四
年
越
中
守
山
に
於
い
て
前
倒
利
国
民

に
仕
へ
、
大
坂
後
役
に
は
御
使
番
と
し
て
町
口
に
槍

功
が
あ
り
、
後
物
甑
粂
宗
門
改
奉
行
に
踏
み
、
線
三

千
ご
百
石
に
京
り
、
正
保
三
年
夜
。
子
孫
附
々
滞
に

仕
へ
る
。

フ
レ
イ
キ
富
艶
記
↓
カ

y
チ
ロ

y

宮
地
論
。

フ
ロ
ヤ
風
呂
屋
金
持
町
曾
腕
留
記
冗
総
入
年

十
周
十
六
日
の
建
替
に
、
『
風
呂
屋
向
後
新
鋭
に
敏
樹

立
、
若
商
斑
仕
廻
候
者
有
之
節
は
、
共
町
之
内
に
耐

替
人
可
樹
立
、
他
町
之
者
は
不
相
成
。
』
と
い
ひ
、
同

十
年
二
周
回
目
金
様
風
呂
屋
述
砦
の
論
番
に
、
『
今
日

被
召
出
、
湯
風
呂
・
か
ら
風
自
共
御
政
発
被
成
、
第
一

火
の
用
心
綿
密
に
致
し
、
自
今
幕
切
に
相
仕
廻
、
高

聾
不
作
法
は
勿
論
、
風
呂
ヘ
入
る
人
等
座
数
へ
呼
入

れ
、
茶
・
た
ば
こ
出
し
申
閲
敗
。
叉
か
ら
風
呂
閲
日

に
つ
用
六
策
、
共
外
留
風
呂
仕
閲
般
国
田
被
仰
渡
奉

フ
ル
l
i
フ
ワ

畏
。
』
と
あ
っ
て
、
か
ら
風
呂
は
蒸
風
呂
で
あ
ら
う
一

が
、
後
に
は
行
は
れ
な
か
っ
た
。
叉
務
末
安
政
七
年
一

ハ
腐
延
元
〉
瞭
瀬
旭
斑
が
金
持
に
潜
ん
だ
時
の
程
事
一

に
、
『
夜
主
税
及
び
館
人
数
輩
と
湯
臨
時
に
浴
す
。
主
税
一

を
し
て
諸
共
を
諮
ら
し
め
、
余
先
づ
館
人
と
浴
室
に
一

続
く
。
糟
陸
に
し
て
人
盈
つ
。
余
糟
縁
を
越
え
、
一
一

闘
中
に
在
。
一
脚
外
に
在
。
。
内
人
様
出
し
外
人
健
一

入
。
、
進
退
耐
艇
大
に
苦
し
む
。
館
人
衆
を
排
し
挽
入
一

る
。
男
婦
槌
濫
湯
臭
鼻
を
衝
く
。
』
と
い
ふ
も
の
は
、
一

能
く
話
時
の
風
呂
屋
の
事
情
を
鑓
く
し
て
ゐ
る
。
一

フ
ロ
ヤ
チ
ガ
ハ
鳳
目
谷
内
川
臨
京
都
古
君
領
一

山
か
ら
統
帥
し
、
岡
領
で
織
に
注
ぐ
。
流
棋
九

O
O
一

米

許

o

一

フ

ワ

カ

ツ

ツ

グ

不

破

勝

次

逝

穂

彦

一

一

τ

寛

永

フ
ロ
ヤ
パ
シ
風
呂
屋
橋
金
部
大
東
寺
坂
下
な
一
元
年
矢
光
昌
の
夜
後
四
千
石
を
領
し
、
正
保
中
憾
で

る
江
川
の
小
橋
で
、
風
呂
屋
町
の
織
で
あ
っ
た
故
の
一
ら
れ
て
金
海
域
代
と
な
り
、
麗
安
四
年
残
し
た
。

名
糖
で
あ
る
o
今
は
こ
の
械
名
を
停
へ
ぬ
。
一
フ
ワ
カ
ツ
ミ
ツ
不
破
勝
光
↓
フ
ワ
ナ
ホ
ミ
ツ

フ
ロ
ヤ
マ
チ
風
呂
屋
町
金
棒
の
町
名
。
大
莱
一
不
破
直
党
。

寺
坂
の
下
な
る
本
多
町
を
呼
ぶ
。
此
の
附
近
普
は
本
一
フ
ワ
カ
へ
Z

不
破
加
兵
衛
源
六
鹿
綱
の
弟
。

多
民
下
郎
の
外
で
、
町
屋
の
聞
に
風
呂
屋
が
あ
っ
た
一
初
め
織
田
信
雄
に
仕
へ
た
。
後
蹟
網
と
共
に
前
回
利

た
め
町
名
に
呼
ん
だ
が
、
後
下
邸
内
に
取
込
め
ら
一
家
に
仕
へ
、
侍
従
利
政
に
識
し
、
大
型
寺
の
役
に
従

れ
、
家
士
の
屋
政
と
な
っ
て
も
筒
古
名
を
稽
へ
た
の
一
軍
し
て
功
多
く
、
二
千
石
を
賜
は
っ
た
が
、
利
政
の

で

あ

る

。

一

封

を

失

う

た

後

、

利

長

に

臣

事

し

て

千

石

を

受

け

、

フ
ロ
ヤ
ヲ
ン
ナ
風
呂
屋
女
J
バ
イ
ジ
ヨ
斑
一
次
い
で
大
坂
繭
役
に
出
陣
し
、
元
和
ご
年
授
。
そ
の

女

。

一

子

加

共

衡

は

六

百

石

を

受

け

、

富

山

務

分

知

の

時

之

フ
ワ
ア
ツ
ユ
キ
不
破
篤
敬
溜
稿
長
三
郎
・
治
一
に
従
う
た
。

部
左
衛
門
。
箆
永
六
年
笑
弁
六
郎
鹿
磁
の
後
を
受
け
、
一
フ
ワ
ヂ
ン
チ
ョ
ウ
不
破
元
溶
突
は
瑞
元
。
事

大
小
勝
組
に
斑
し
、
亭
保
九
年
表
小
綿
と
な
り
、
元
一
保
年
御
臨
耐
と
し
て
六
百
五
十
石
を
受
け
、
十
九
年

文
二
年
小
松
番
頭
に
鱒
じ
、
寛
延
元
年
七
周
二
日
四
一
七
十
石
を
加
へ
、
延
亭
元
年
五
十
七
援
を
以
て
麗
し

十
五
歳
を
以
て
現
し
た
。
篤
敏
字
は
子
行
、
践
は
梅
一
た
。

開
。
伊
藤
・
縮
之
の
門
人
で
、
種
朱
の
謹
製
に
深
〈
、
一

持

も

亦

見

る

べ

き

も

の

が

あ

っ

た

。

一

フ
ワ
イ
ツ
キ
不
破
癒
宮
美
濃
の
浪
士
平
野
甚
一

右
衛
門
の
弟
。
不
破
彦
三
直
光
に
仕
へ
て
後
に
不
破
一

務
宮
と
脱
し
た
。
そ
の
子
不
破
光
永
、
前
悶
利
長
に

仕
へ
、
子
孫
務
に
世
道
し
た
が
、
櫨
左
衛
門
時
倫
の

時
知
行
を
召
政
さ
れ
た
。

フ
ワ
イ
へ

εツ
不
破
家
光

J
フ
ワ
ナ
ホ
ミ
ツ

不
破
直
光
。

フ
ワ
カ
タ
ア
キ
ラ
不
破
像
明
週
瀧
千
之
助
・
伊

織
。
突
は
鍛
馬
政
忠
。
疎
千
石
。
延
享
二
年
大
小
絡

に
班
し
、
御
部
奉
行
・
大
小
持
番
頭
を
経
て
塗
に
組

頭
並
に
歪
り
、
明
和
入
年
入
居
廿
七
日
四
十
四
歳
で

夜
。
子
千
之
助
幼
に
し
て
勝
三
の
一
を
嬰
い
た
が
、

安
永
ご
年
四
周
十
日
十
三
歳
で
裂
し
、
家
系
断
絶
し

た。フ
ワ
シ
ゲ
ツ
ナ
不
破
霊
鋼
源
六
と
稽
し
た
。

矢
臆
綱
の
夜
後
共
の
線
ご
千
石
を
受
け
、
馬
廻
顕
と

な
り
、
大
坂
の
役
に
従
軍
し
て
創
を
受
け
た
。
寛
永

九
年
五
周
六
日
夜
。

圃

フ
ワ
ジ
ユ
ウ
ダ
ユ
・
ワ
不
破
+
太
夫
延
質
七
年

御
居
間
坊
主
よ
り
起
り
、
貞
享
四
年
六
組
御
歩
、
元

総
十
ご
年
奥
附
横
目
を
経
、
亭
保
十
年
源
党
院
御
議

所
頭
と
し
て
新
知
百
石
外
に
科
二
十
石
を
受
け
、
十

六
年
政
所
様
附
御
援
街
頭
に
鱒
じ
、
元
文
三
年
卸
売
、

延
享
二
年
三
周
夜
。
子
琢
務
に
世
襲
す
る
。

フ
ワ
セ
イ
ペ
Z

不
破
清
兵
衛
彦
三
光
昌
の
女

子
。
織
田
織
部
の
女
を
婆
り
、
緑
町
河
内
守
の
養
子

と
な
っ
た
が
、
後
期
観
の
命
を
得
ざ
る
を
以
て
凶
に

鴎
り
、
新
知
千
石
を
受
け
、
延
資
申
夜
し
た
。

フ
ワ
タ
メ
ア
キ
ラ
不
破
篇
章
酒
癖
左
京
・
彼

江
・
彦
一
=
。
安
永
六
年
養
父
彦
三
直
燦
の
越
知
四
千

五
百
石
を
襲
ぎ
、
定
火
消
・
公
事
掲
奉
行
・
寺
枇
奉
行
・

録
公
事
場
奉
行
に
隠
任
し
、
寛
政
三
年
御
家
老
と
な

り
、
五
年
若
年
寄
を
粂
ね
、
亭
和
三
年
十
一
周
五
十

九
践
を
以
て
夜
し
た
。

フ
ワ
タ
メ
カ
タ
不
破
第
像
活
稽
右
京
。
正
徳

一
苅
年
笑
鑓
貞
致
仕
の
後
、
そ
の
蹴
四
千
五
百
石
を
制
捜

ぎ
、
亭
保
三
年
四
局
定
火
消
に
任
じ
、
五
年
入
用
御

苑
、
元
文
四
年
七
十
八
践
を
以
て
夜
。

フ
ワ
タ
メ
ザ
ダ
不
破
震
真
週
稽
彦
=
一
。
鹿
安

四
年
究
彦
三
勝
次
の
越
知
四
千
.
石
を
製
ぎ
、
後
五
百

石
を
加
へ
、
奏
者
番
・
寺
祉
奉
行
粂
公
事
場
奉
行
・
江

戸
御
留
守
居
・
前
回
吉
徳
御
附
に
惟
任
し
、
正
徳
一
花

年
致
仕
し
て
宗
元
と
焼
し
、
二
年
七
十
二
歳
を
以
て

麗
し
た
。

フ
ワ
タ
メ
タ
カ
不
破
潟
貧
遁
群
椴
左
衛
門
・
彦

コ
τ
彦
三
銭
周
の
前
期
で
、
そ
の
嗣
と
な
っ
た
も
の
。

文
政
七
年
間
入
用
越
知
四
千
五
百
石
を
受
け
、
入
年

十
周
定
火
消
に
任
じ
、
十
三
年
十
月
議
う
て
之
を
兎

ぜ
ら
れ
、
弘
化
三
年
間
五
周
残
し
た
。

フ
ワ
タ
メ
チ
カ
不
破
鏡
同
通
稽
英
之
助
・
彦

=
τ
亭
和
三
年
焚
震
蛍
残
後
越
知
四
千
五
百
石
を
襲

七
三
三


